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古川���

�三郎�念�
⻲井���� �点回�
４⽉８⽇（⼟）〜５⽉２１⽇（⽇）

�克�� / �果の���
６⽉３⽇（⼟）〜７⽉３０⽇（⽇）

�����
８⽉１９⽇〜２７⽇

Fアワード
８⽉１９⽇〜２７⽇

�⾵�の��
９⽉８⽇〜１０⽉１⽇

⽇���⼯��
１０⽉５⽇〜１０⽉９⽇

�野�夫�
１０⽉２１⽇（金）〜１２⽉１７⽇（⽇）

�ひ�
１⽉６⽇（⼟）〜２⽉１８⽇（⽇）

�・�・��
３⽉２⽇（⼟）〜４⽉１４⽇（⽇）

�〜�
３⽉２⽇（⼟）〜４⽉１４⽇（⽇）

�を�ぐ�
１⽉６⽇（⼟）〜２⽉１８⽇（⽇）

��と�� ��で�る⽇�の１００年
４⽉８⽇（⼟）〜６⽉１８⽇（⽇）

��と��
��で�る⽇�の１００年

個���の⼀�品を��す 
る��は、��⼤�、前⽥ 
⻘�、東���、平�郁 
夫、����、��龍三 
郎、�井曽�郎、レオナー 
ル・フジタなど�現代に活 
�した��を��します。 
��⽬にすることのできな 
い��と��の�現代�� 
コレクションをお�しみい 
ただきます。

令和５年４⽉８⽇（⼟）から６⽉１８⽇（⽇）

古川�����品�
��のおくりもの
〜くらべて みるみる

万華�のように彩り�かに 
�り�わる⽇�の��は、 
「��のおくりもの」で 
す。��では、��が惹か 
れた�々の⾵�や草�、⽣ 
き物など⾃�の恵みを描い 
た��枚の�を、くらべて 
�賞します。同じ��が異 
なる��を描いた作品、⾵ 
�や�など��した題材を 
異なる作�が描いた作品な 
ど、作�の��がより�し 
める���です。

令和５年７⽉１⽇（⼟）から７⽉３０⽇（⽇）

�２回 �募�
古川��� Fアワード
〜��代につなぐ

若い�代の��活動を�援 
することを⽬的とした�募 
�の��作品�を開�しま 
す。２０２３年２⽉から５ 
⽉に募�する東�４�下 
（愛知・�⾩・三重・� 
�）の��⽣と、⼤�⽣・ 
⼤��⽣・各種専⾨��⽣ 
�び３０歳�下の作品か 
ら、【���⾨】と【⼤� 
�⾨】にわけて�正なる� 
査を��します。その�査 
を�て、��作品と受賞作 
品の�⽰をし、��作�の 
�頭を促します。

令和５年８⽉１９⽇（⼟）から８⽉２７⽇（⽇）

� ⾵�の�
〜東�を描く

⾵�を描く中�地�を代�

する��たちが、��をこ

えて�⾵�の�として�

い、東�を描きます。

令和５年９⽉８⽇（金）から１０⽉１⽇（⽇）

�70回⽇���⼯��
−�古��
�三郎�念�と同時開�

�間国�が�属する⽇�� 
�⼯��の�国�回�の� 
古��を開�します。⽇� 
��⼯�は⽇�に�わる⼯ 
�の技を��し、⼀��� 
させ、�⽇の⽣活に�した 
⼯�品を��する団体で 
す。��、染�、��、金 
⼯、⽯彫、⽊⼯、�形など 
の�彩なジャンルの⽇�で 
も���の⼯�の技をご� 
�します。

令和５年１０⽉５⽇（⽊）から１０⽉９⽇（⽉・�）

�⽥樹⾥ ⽇��� 
〜昇華の�地〜

�や⾃�を題材に制作する 
⽇���・�⽥樹⾥。その 
作品は�鮮やかで⼒�く、 
�というよりは“⽣�⼒”そ 
のものが�れ�すような⼤ 
型作品は、⾒る者を�り囲 
み、⾃�も⾃�の⼀�であ 
った事を思い�させます。 
��の�を主体に金�、⽩ 
や黒が奔流のように�しく 
うねる、そんな�⽥樹⾥の 
��作から��作までをご 
��します。

令和５年１０⽉２１⽇（金）から１２⽉１７⽇（⽇）

古川�����品�
�ひ �⼠と�と��

�代��古川�三郎が愛し 
たコレクションの中から、 
華やかな「���」 
「�」、�三郎が⽇�⼀と 
�んだ��⼤�の「�⼠ 
�」など��にふさわしい 
�品を��し、�三郎�念 
���90周年の�開けを 
�います。

令和６年１⽉６⽇（⼟）から２⽉１８⽇（⽇）

古川�����品�
�・�・�

�・�・�をテーマに、� 
��、�物�、⾵��を� 
⽰します。�酒を�しみ、 
⾵�を愛で、そして��を 
��する、�沢なひととき 
をお�けします。

令和６年３⽉２⽇（⼟）から４⽉１４⽇（⽇）

⻲井���� 
�点回�
〜�井�吉との��い

東�地�を代�する�� 
�・⻲井�の�古�では� 
の回��です。��の�瀬 
戸で⽣まれ�ち、���� 
のもとで作�活動に�った 
⻲井の���の��には、 
���と⼯��・�井�吉 
から受け�がれた��⼯� 
思想があります。��では 
⻲井�が�井�吉から受け 
�いだ��思想を��開と 
なる�井�吉の書簡と共に 
ご��します。

令和５年４⽉８⽇（⼟）から５⽉２１⽇（⽇）

彫�� �克��/
�果の���

愛知�立���等���� 
科で��を�めた�克� 
と、その�え�による�� 
�です。�克�は、�間や 
��、枯葉などの⾃�の� 
形物をモチーフに、��の 
かけらや�⾵�を形にした 
�的で�のある作品を制作 
しています。�え�である 
�彩な���たちによる 
「�果の���」と、�の 
作品が����りの�築� 
間で共鳴します。

令和５年６⽉３⽇（⼟）から７⽉３０⽇（⽇）

Fアワード�1回�受賞作品�
同時開� アートフェスタ

古川���で開�される�

募�の��作品�に�わせ

て、�三郎�念�では、前

年度に開�した�１回�で

⼤賞を受賞した�の���

を開�します。同時に、ア

ートフェスタと�打ち、愛

知�立��⼤����現コ

ースで��を専攻する�⽣

が�作した独⾃の�々⽫の

�⽰や、あいちアールブリ

ュットの�抜作品�、��

�助成事業のこども茶��

�を開�します。

令和５年８⽉１９⽇（⼟）から８⽉２７⽇（⽇）

�⽥樹⾥ ⽇���
１０⽉２１⽇（金）〜１２⽉１７⽇（⽇）

���
７⽉１⽇〜７⽉３０⽇

瀬戸��協��念�

千年もの間やきもの作りを 
��と�けてきた瀬戸で 
は、�々な作�がその時代 
に�わせ、やきものの発� 
を願い、�⾏��を�り� 
してきました。瀬戸では� 
国でもいち早く���たち 
の�成の��が開�し、昭 
和に�る�には作�たちで 
構成された����団がつ 
くられるようになりまし 
た。なかでも瀬戸��協� 
は歴史が古く、�年で�立 
86年を�えます。その� 
い歴史を踏まえつつ、瀬戸 
���たちの作�を�じて 
��の�を��します。

令和５年９⽉８⽇（金）から１０⽉１⽇（⽇）

�野�夫
〜⽣�の� �りの�

�かな⾃�を愛し、⽣�の 
�である�を描き�けた� 
野�夫の作品を��いたし 
ます。

⾃�の�なる�きを描き� 
した⽣�の�の作品、東� 
地�の���のために書き 
下ろした⾥�の⾵�をはじ 
め、代�作である�帯の� 
の作品、そして晩年の作品 
を中�にご��します。

令和５年１０⽉２１⽇（金）から１２⽉１７⽇（⽇）

古川�����品�
��９０周年�念�
�を�ぐ

�代��古川�三郎が�の 
��とした�三郎�念�� 
�９０周年の�開けを� 
い、�を�ぐ��で��を 
お�えします。

また、����事業とし 
て、�古���⼤�デザイ 
ン領域メタル&ジュエリー 
デザインコースで�ぶ�⽣ 
と愛知の��⼯�である七 
�作品専攻する�⽣たち 
が、�三郎�念�からイン 
スピレーションを受けて� 
作した独⾃の作品を�⽰し 
ます。

令和６年１⽉６⽇（⼟）から２⽉１８⽇（⽇）

�〜

⽶�和�、中⽥ナオトら現 
代��の作�たちが、�三 
郎�念�を�場に、「�〜 
��、��、地�、��」 
をテーマに、和�・金属・ 
��を�材とした作品の� 
⽰をします。

令和６年３⽉２⽇（⼟）から４⽉１４⽇（⽇）

�70回⽇���⼯��
−�古��
古川���と同時開�

�間国�が�属する⽇�� 
�⼯��の�国�回�の� 
古��を開�します。⽇� 
��⼯�は⽇�に�わる⼯ 
�の技を��し、⼀��� 
させ、�⽇の⽣活に�した 
⼯�品を��する団体で 
す。��、染�、��、金 
⼯、⽯彫、⽊⼯、�形など 
の�彩なジャンルの⽇�で 
も���の⼯�の技をご� 
�します。

令和５年１０⽉５⽇（⽊）から１０⽉９⽇（⽉・�）

���の予�は予告なく�更されることがあります。

掲�している作品はイメージです。

��の情�は下�QRコードの当�ホームページで
ご��ださい。

※
※
※

�⾵�の��
９⽉８⽇〜１０⽉１⽇

⽇���⼯��
１０⽉５⽇〜１０⽉９⽇

��は 2023年4⽉27⽇ ��� です。※


